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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 
 

回次
第32期

第２四半期累計期間
第33期

第２四半期累計期間
第32期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 6,960,817 7,189,615 14,596,646

経常利益 (千円) 521,185 580,523 1,337,293

四半期(当期)純利益 (千円) 342,744 395,880 861,197

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 674,184 674,184 674,184

発行済株式総数 (株) 6,859,100 6,859,100 6,859,100

純資産額 (千円) 10,439,936 11,068,090 10,835,276

総資産額 (千円) 12,315,266 12,817,609 12,976,764

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 49.97 57.72 125.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 17.50 20.00 40.00

自己資本比率 (％) 84.8 86.4 83.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 68,487 254,393 971,086

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △219,170 313,597 76,484

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △120,143 △154,337 △240,202

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 7,701,627 9,193,476 8,779,821
 

 

回次
第32期

第２四半期会計期間
第33期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 23.26 26.35
 

 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。また、主要な関係会社

における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

資産合計は、前事業年度末に比べ159百万円減少し、12,817百万円(前事業年度末比△1.2％)となりました。

流動資産の減少574百万円のうち、主な増減項目は、現金及び預金の減少266百万円、関係会社預け金の増加780百

万円、売掛金の減少286百万円、有価証券の減少800百万円であります。

固定資産の増加415百万円のうち、主な増加項目は、無形固定資産の増加137百万円であります。

負債合計は、前事業年度末に比べ391百万円減少し、1,749百万円(前事業年度末比△18.3％)となりました。

流動負債の減少349百万円のうち、主な減少項目は、未払法人税等の減少171百万円であります。

固定負債は、ほぼ前事業年度末並みの、113百万円(前事業年度末比△27.4％)となりました。

純資産合計は、前事業年度末に比べ232百万円増加し、11,068百万円(前事業年度末比＋2.1％)となりました。

主な増減項目は、配当金支払による減少154百万円、四半期純利益の計上による増加395百万円であります。

 

(2) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益は引き続き堅調に推移し、雇用情勢の改善や底堅い個人

消費を背景に、緩やかな回復基調が継続しております。一方で、政府・日本銀行による経済・金融施策が継続実施

されるなか、設備投資の動向や企業の業況判断には慎重さがみられております。

今後の先行きについては、米国の金融政策、減速傾向がみられる中国経済、欧州の政治経済における不透明感等

から、為替動向や企業収益の影響が懸念され、実体経済の停滞や下振れも想定した柔軟な対応が求められておりま

す。

当業界においては、大手金融機関におけるグローバル展開や事業領域の拡大に向けたＩＴ投資は継続しており、

製造業においても大企業を中心に設備投資動向は堅調に推移しております。このような業界動向のなかで、ＩоＴ

（モノのインターネット化）、フィンテック（金融サービスのＩＴイノベーション）、人工知能、ビッグデータ等

の技術要素が注目されており、これらを取り込みつつ、企業活動の高度化、生産性の向上、信頼性の確保に資する

システムやサービスの提供が求められております。

当社を取り巻く事業環境は、総じて堅調に推移しているものの、既存事業の需要規模は、顧客固有の要因や経済

動向による変動幅が大きく、加えて顧客の要求水準は多様化と高度化が一層進んでおります。このような環境のも

と、中長期的な成長発展を図るべく、顧客との取引拡大に向けたアカウントプランを徹底すると同時に、社員個々

のスキルとキャリア開発を積極的に推進してまいりました。

また、お客様の満足度に繋がる高い業務品質を実現する施策を展開し、人材の厚みの確保及びステークホルダー

に対する信頼性の向上に注力してまいりました。

　

これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、金融系を中心とした開発案件が順調に推移し、売上高は、7,189

百万円(前年同期比＋3.3％)となりました。これらの増収要因に加え、先行管理を中心とする収益性の改善施策を継

続的に推進したこと等により、営業利益は577百万円(前年同期比＋11.8％)、経常利益は580百万円(前年同期比＋

11.4％)、四半期純利益は395百万円(前年同期比＋15.5％)となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、254百万円(前年同期比＋185百万円)となりました。主な増減項目は、営

業収入の増加374百万円、人件費の支出の増加117百万円、法人税等の支払額の増加143百万円であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、313百万円(前年同期比＋532百万円)となりました。主な増減項目は、有

価証券の取得による支出の減少2,000百万円、有価証券の償還による収入の減少1,100百万円、無形固定資産の取得

による支出の増加108百万円、投資有価証券の取得による支出の増加300百万円であります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、△154百万円(前年同期比△34百万円)となりました。これは主に、配当金

の支払額の増加によるものであります。

　

これらの結果、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末から413百万円増加

し、9,193百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発活動については、特段の記載事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,859,100 6,859,100
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株で
あります。

計 6,859,100 6,859,100 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年９月30日 ― 6,859,100 ― 674,184 ― 640,884
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＳＣＳＫ株式会社 東京都江東区豊洲３丁目２番20号 4,768,000 69.51

ＪＩＥＣ社員持株会 東京都新宿区西新宿６丁目24－１ 739,000 10.77

ＳＴＡＴＥ 　ＳＴＲＥＥＴ 　Ｂ
ＡＮＫ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　
ＣＯＭＰＡＮＹ 　５０５２２４
(常任代理人　株式会社みずほ銀
行決済営業部)

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101 U.
S.A.
(東京都港区港南２丁目15－１)

150,000 2.18

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－11 108,000 1.57

ＡＮＡシステムズ株式会社 東京都大田区東糀谷６丁目７－56 100,000 1.45

ＧＯＬＤＭＡＮ ＳＡＣＨＳ 
ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ
(常任代理人 ゴールドマン・
サックス証券株式会社)

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U.K.
(東京都港区六本木６丁目10番１号)

43,800 0.63

ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡ
ＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＬＩ
ＥＮＴ ＯＭＮＩＢＵＳ ＡＣＣ
ＯＵＮＴ ＯＭ０２ ５０５００
２(常任代理人株式会社みずほ銀
行)

100 KING STREET WEST,SUITE 3500,PO BOX 23
TORONTO,ONTARIO M5X 1A9 CANADA
(東京都港区港南２丁目15－１)

38,500 0.56

岩本 卓也 東京都江戸川区 32,200 0.46

ＤＥＵＴＳＣＨＥ 　ＢＡＮＫ 　
ＡＧ 　ＬＯＮＤＯＮ－ＰＢ 　Ｎ
ＯＮ－ＴＲＥＡＴＹ 　ＣＬＩＥ
ＮＴＳ　６１３
(常任代理人 ドイツ証券株式会
社)

TAUNUSANLAGE 12, D-60325 FRANKFURT
AM MAIN, FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
(東京都千代田区永田町２丁目11番１号)

28,400 0.41

ＭＳＩＰ 　ＣＬＩＥＮＴ 　ＳＥ
ＣＵＲＩＴＩＥＳ
(常任代理人 モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社)

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON E14
4QA, U.K.
(東京都千代田区大手町１丁目９－７)

18,200 0.26

計 ― 6,026,100 87.85
 

 

(注) 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)の所有株式は、すべて信託業務に係る株式であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,858,600 68,586 ―

単元未満株式 普通株式      500 ― ―

発行済株式総数 6,859,100 ― ―

総株主の議決権 ― 68,586 ―
 

　
(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が71株含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＪＩＥＣ(E05110)

四半期報告書

 7/16



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年７月１日から平成28年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,396,036 4,129,836

  関係会社預け金 ※  4,283,361 ※  5,063,639

  売掛金 2,584,187 2,297,736

  有価証券 800,424 ―

  仕掛品 26,551 59,808

  その他 471,964 436,762

  流動資産合計 12,562,525 11,987,784

 固定資産   

  有形固定資産 40,420 34,593

  無形固定資産 8,744 146,167

  投資その他の資産 365,073 649,065

  固定資産合計 414,238 829,825

 資産合計 12,976,764 12,817,609

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 560,411 472,117

  未払法人税等 344,168 173,124

  賞与引当金 552,621 594,772

  役員賞与引当金 10,396 3,824

  その他 518,284 392,645

  流動負債合計 1,985,881 1,636,484

 固定負債   

  退職給付引当金 142,602 100,031

  役員退職慰労引当金 13,004 13,004

  固定負債合計 155,606 113,035

 負債合計 2,141,487 1,749,519

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 674,184 674,184

  資本剰余金 640,884 640,884

  利益剰余金 9,527,151 9,768,703

  自己株式 △109 △109

  株主資本合計 10,842,110 11,083,662

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △6,833 △15,572

  評価・換算差額等合計 △6,833 △15,572

 純資産合計 10,835,276 11,068,090

負債純資産合計 12,976,764 12,817,609
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 6,960,817 7,189,615

売上原価 5,569,949 5,635,031

売上総利益 1,390,867 1,554,584

販売費及び一般管理費 ※  873,783 ※  976,584

営業利益 517,083 577,999

営業外収益   

 受取利息 5,658 3,854

 その他 1,072 1,346

 営業外収益合計 6,731 5,201

営業外費用   

 支払手数料 2,629 2,677

 営業外費用合計 2,629 2,677

経常利益 521,185 580,523

特別損失   

 固定資産除却損 79 358

 特別損失合計 79 358

税引前四半期純利益 521,106 580,164

法人税、住民税及び事業税 187,017 132,177

法人税等調整額 △8,654 52,105

法人税等合計 178,362 184,283

四半期純利益 342,744 395,880
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 営業収入 7,125,222 7,500,079

 外注費の支払及び購入による支出 △2,996,194 △3,016,678

 人件費の支出 △3,224,323 △3,342,191

 その他の営業支出 △676,450 △581,888

 小計 228,253 559,320

 利息及び配当金の受取額 6,270 4,959

 法人税等の支払額 △166,036 △309,886

 営業活動によるキャッシュ・フロー 68,487 254,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △2,000,000 ―

 有価証券の償還による収入 1,800,000 700,000

 有形固定資産の取得による支出 △12,714 △472

 無形固定資産の取得による支出 △4,576 △112,606

 投資有価証券の取得による支出 ― △300,000

 敷金及び保証金の差入による支出 △2,792 △84

 敷金及び保証金の回収による収入 913 26,760

 投資活動によるキャッシュ・フロー △219,170 313,597

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △108 ―

 配当金の支払額 △120,035 △154,337

 財務活動によるキャッシュ・フロー △120,143 △154,337

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △270,826 413,654

現金及び現金同等物の期首残高 7,972,453 8,779,821

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  7,701,627 ※  9,193,476
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響は軽微であります。

 

(四半期貸借対照表関係)

※ 前事業年度(平成28年３月31日)及び当第２四半期会計期間(平成28年９月30日)

「関係会社預け金」は、「ＳＣＳＫグループ・キャッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＳＣＳＫグループ

の資金効率化を目的)による預入れであります。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社の親会社でもある

ＳＣＳＫ株式会社であります。

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は以下のとおりであります。なお、販売費の割合は僅少につき一

般管理費のみ記載しております。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

役員報酬 110,490千円 106,986千円

給与手当 259,982千円 297,864千円

賞与引当金繰入額 74,742千円 85,018千円

役員賞与引当金繰入額 5,198千円 3,824千円

法定福利費 47,401千円 49,723千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、以下のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金勘定 4,260,756千円 4,129,836千円

関係会社預け金勘定 3,340,462千円 5,063,639千円

有価証券勘定 1,100,408千円 ― 千円

計 8,701,627千円 9,193,476千円

ＦＦＦ以外の有価証券 △1,000,000千円 ― 千円

現金及び現金同等物 7,701,627千円 9,193,476千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月24日
取締役会

普通株式 120,034 17.50 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月23日
取締役会

普通株式 120,033 17.50 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

 

当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月22日
取締役会

普通株式 154,328 22.50 平成28年３月31日 平成28年６月８日 利益剰余金

 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月27日
取締役会

普通株式 137,180 20.00 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

 

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当社の事業は、システム開発事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 49円97銭 57円72銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額 342,744千円 395,880千円

    普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

   普通株式に係る四半期純利益金額 342,744千円 395,880千円

   普通株式の期中平均株式数 6,859,069株 6,859,029株
 

 

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　中間配当に関する事項

第33期(平成28年４月１日から平成29年３月31日まで)中間配当については、平成28年10月27日開催の取締役会に

おいて、平成28年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、以下のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

① 配当金の総額 137,180千円

② １株当たり配当額 20円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月８日

株式会社ＪＩＥＣ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   古　　山　　和　　則   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   冨　　田　　亮　　平   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＪＩＥ

Ｃの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第33期事業年度の第２四半期会計期間(平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＪＩＥＣの平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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